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臨地実習指導者と看護教員による実習指導力の向上をめざす協働の試み 
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Ⅰ．はじめに 

沖縄県立看護大学（以下、本学）は、1999 年

の開学より、実習施設とのコミュニケーション

を目的として、4 月の第 4 水曜日に実習連絡調

整会議を定例開催してきた。10 周年を超えた頃

から、看護師基礎教育において重要な位置を占め

る臨地実習を、実習指導者と大学教員が共に考え

る機会となるよう、いくつかテーマを決めてグル

ープワークを行ってきた。定例開催は、2020 年

の COVID-19 感染拡大に伴う行動制限により 1

度だけ中止となったが 2021 年の実習連絡調整

会議では、「どのような条件があれば、臨地での

実習が可能になるのか」、「臨地実習施設が学内

実習において協力できることは何か」などの意

見交換を行い、具体的な臨地実習体制の再構築

が目指された。この意見交換から、互いにアイ

デアを持ちよることで、実習環境を改善できる

実感が得られた。 

これらの背景を踏まえ、2022 年度の実習連絡

調整会議は、看護基礎教育における実習施設指

導者と看護教員による実習指導力の向上をめ

ざし、領域間、施設間の垣根をできるだけ取り

払い、多様な視点での討議を試みたので報告す

る。 

 

Ⅱ．方法 

 実習連絡調整会議意見交換会のテーマ、方法

は、実習専門部会（以下、部会）で案を検討し、

教務委員会に諮り、さらに議論される。2020 年

は中止、2021 年の討議テーマは、「コロナ禍で

の実習状況に関する情報交換」を受けて、2022

年度案が必要であった。コロナ禍とはいえ、実

習調整においてイレギュラーな対応が多く、実

習専門部会員が疲弊していたこともあり、当初

は現状の相互理解を深める意見交換を提案し

た。教務委員会では、コロナ禍の影響を受けた

卒業生の動向を把握したいとの要望が出され

た。そこで、コロナ禍であることを受け入れつ



つ、ポスト・コロナを見据えた実習指導のあり

方を多面的に捉えることを目的に、意見交換の

場を複数用意することとした。 

事前案内したセッションは次の 4 つである。

実習施設の参加予定者、ならびに看護教員は、

希望するテーマを第 1 希望、第 2希望まで選択

し、必要時人数調整を行い配置することとした。 

セッション１：実習担当看護師や保健師の職

場内での育成 

セッション 2：実習における倫理的課題への

取り組み 

セッション 3：新人看護職の基礎教育から実

践現場への移行 

セッション 4：地域包括ケアの推進をめざし

た取り組み 

 

Ⅲ．結果 

 令和 4 年度連絡調整会議意見交換会は、令和

4 年 4 月 27 日にオンラインにて開催、参加者

は、施設指導者 44名、教員 35名であった。 

 セッション 1．実習担当看護師や保健師の職

場内での育成 

看護の人材育成は、看護教員だけでなく、臨

地で質の高い看護の提供と同時に、人材育成の

役割を担う看護職者に支えられている。セッシ

ョン 1では、臨地実習指導を担う人材育成につ

いて課題を共有した後、各施設の工夫、大学へ

の要望を整理した。なお、看護師と保健師の実

習指導の有り様が異なることを踏まえ、実習指

導看護師の育成と実習指導保健師の育成につ

いては、それぞれのグループを編成し討議した。 

実習指導看護師について、看護師が一定数確

保されている施設では、クリニカルラダーに位

置づけているほか、沖縄県看護協会が主催する

沖縄県保健師助産師看護師臨地実習指導者講

習会を活用していた。課題は、施設完結型にな

るため、実習指導のフィードバックや評価がし

づらいことがあげられた。対策としては、実習

指導者、受け持ち看護師、実習担当教員が実習

の都度綿密に意見交換する体制を持つなどの

工夫があった。実習指導保健師について、少人

数で業務を担う保健師は、実習指導と人材育成

の両立に取り組んでいた。課題は、保健師の配

置が少なく、実習指導を担う保健師のキャリア

がばらつきやすいことなどがあがっていた。対

策としては、関係機関や関係職種を活用するな

ど、実習指導においても保健師の調整機能を発

揮した工夫があった。また、実習指導看護師、

実習指導保健師それぞれが、学生への指導を通

して自身の成長につながることを確信してい

た。（図 1-1，1-2） 

 セッション 2．実習における倫理的課題への

取り組み 

 過去の実習連絡会議では、先行研究「臨地実

習における学生の看護倫理に関する体験」（宮

里ら，2016）を用いて、学生が体験する倫理的

課題を共有し、課題解決について討議した経緯

がある。セッション 2では、実習施設指導者や

教員が、学生指導における看護倫理に関する体

験を共有した。具体的には、「学生の受け持ち事

例の選定」、「日常のケアにおける倫理的課題へ

の気づき」、「学生の看護計画が受け入れられな

い場面へのかかわり」などであった。 

 学生実習を通して倫理的な課題に直面した



とき、当初の実習指導計画にはない話し合いの

機会をもち、課題解決のプロセスを踏むことに

ついて、実習施設指導者と看護教員がどのよう

に考え、実践するのかが課題であった。これら

は、学生の学びを支えるだけでなく、実習指導

者や看護教員が、倫理的思考のスキルを習得す

る上でも貴重な機会になる可能性があった。

（図 1-3，1-4） 

 セッション 3．新人看護職の基礎教育から実

践現場への移行 

 看護基礎教育と卒後教育のシームレス化が

問われて久しいが、大学が卒後の学生について

把握することは課題の一つである。セッション

3 では、実習施設の新人看護職に対する教育を

テーマとした。特に、集団で新人看護職を採用

する病院では、卒後教育について、集合教育か

ら病棟配置の段階と、病棟配置後から夜勤開始

までの段階に分けていた。 

 新人看護職に対する集合教育から病棟配置

の段階で見られる課題は、多様な背景を持つ他

者とのコミュニケーションがあげられていた。

教育を担う実習施設の工夫としては、接遇や先

輩看護師とのつなぎ、メンタルヘルスのフォロ

ーなど多様であった。基礎教育の場で取り組め

ることとして、あいさつなどの基本的なコミュ

ニケーションの強化、問いに答える力の強化、

自らの学習環境を整えることで他者への配慮

を学ぶなどがあった。 

 病棟配置後から夜勤開始までの段階で見ら

れる課題は、夜勤開始できるために必要な、業

務に習熟するまでの期間に個人差があること

があげられていた。同時に、悩みが打ち明けら

れない、リフレクションスキルが身についてい

ないなど、技術的な支援だけでなく、内面的な

支援の必要性があげられていた。基礎教育の場

で取り組めることとして、夜勤を体験すること

はかなわないが、実習時には、夜勤担当ナース

の現実を表す情報を収集する、職業イメージを

つかむ機会にする、病棟オリエンテーションの

なかで、夜勤についての説明を加えるなど、い

くつか工夫があげられていた（図 1-5，1-6）。 

 セッション 4．地域包括ケアの推進を目指

した取り組み 

 今回は、全体テーマとして「地域包括ケア時

代に向けて、対象が地域生活者としてその人ら

しく生きることを支えるために、実習施設で取

り組んでいることについて、学生に育んでほし

い能力・視点から実習への活用を考える」を掲

げていた。セッション 4では、実習施設の地域

包括ケアをめざした取り組み事例を共有した。 

 具体的には、「学生とともに生活者のいる地

域へ繰り出す実習（事例①、事例②）」、「移動図

書館を用いて地区組織のメンバーらと定例会

議で関係づくりと地域づくりの実践（事例③）」、

「個別支援に住民参加を促す実践（事例④）」、

「病棟と地域や家族との連携による退院支援

の実践（事例⑤、事例⑧）」、「病院と地域との連

携で進めるアドバンス・ケア・プランニングの

実践（事例⑥）」、「介護事業所の中で生活リハビ

リを取り入れる実践（事例⑦）」であった。 

これらの地域包括ケアに向けた様々な取り

組みを実習のキーワードに加えること、そこに

顕在化する課題についても、臨地実習機会を通

してともに取り組むことで、本学が問う保健看



護の視点が強化できると総括できた。（図 1-7，

1-8） 

  

Ⅳ おわりに 

 テーマ設定により、自由な参加による意見交

換の場は、臨地実習の課題にとどまらず、卒後

の継続教育に関する課題にも発展していた。同

時に、臨地実習が、実習施設に与える影響も明

確にしており、看護基礎教育に関与することを

通して、実践現場がエネルギーを消耗している

のではなく、実践力の向上や人材育成に活用し

ていることも示唆された。学生の保健看護実習

に潜在する様々な可能性に気づき、看護の質の

向上に寄与する機会として、それぞれがアイデ

アを発揮し、実習指導の機会を益とするような

活用を意識的に行うことが必要と考える。 

 以上のように、実習連絡調整会議は、実習に

限局した情報交換や連絡にとどまらず、協働の

場として、機能を発揮しつつある。看護基礎教

育とは、「保健師・助産師・看護師に共通した基

礎となる看護学を教授する課程であること」と

されている。その中でも本学は、保健師と看護

師の統合的カリキュラムを採用しており、領域

間、施設間の違いを超えて、同じテーブルで「看

護基礎教育とはどうあるべきか」について意見

を交わすことの意義は大きい。 

今後は、意見交換の機会を通して、実習施設

と大学との共同研究や、合同研修、実習施設間

の情報交換や技術交流など、人材育成を通した

交流や看護実践の発展に寄与する場となるよ

う多機能性の発揮を追求したい。

 


















